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－     －２

　
平
素
よ
り
市
民
の

皆
様
は
じ
め
、
関
係

機
関
の
皆
様
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業

運
営
に
あ
た
り
、
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
三
年
度
は
、
前
年
度
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
雇
用
情
勢
を
は
じ
め
、
国
の
社
会
経

済
活
動
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
未
だ
回

復
の
兆
し
は
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
前
年
度
と
同
様
に
、
契
約
額
や
会
員

数
の
減
少
が
み
ら
れ
、
様
々
な
事
業
が
規

模
の
縮
小
や
開
催
の
中
止
な
ど
の
制
約
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
四
月
に
「
高
齢
者
雇
用
安

定
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
七
十
歳
ま
で
の

就
業
確
保
が
努
力
義
務
と
な
る
な
ど
、
高

齢
者
の
就
労
・
社
会
参
加
の
促
進
が
一
層

図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
会
員
の
平
均

年
齢
は
高
ま
る
傾
向
が
考
え
ら
れ
、
仕
事

は
あ
る
も
の
の
、
対
応
で
き
る
会
員
の
確

保
が
難
し
い
状
況
と
な
り
、
今
後
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
影
響

が
で
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
見
ら
れ
る
中
で
、

本
年
度
も
引
き
続
き
厳
し
い
事
業
運
営
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
結
ぶ
架

け
橋
と
な
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
結
び
に
、
残
暑
の
み
な
ら
ず
コ
ロ
ナ
禍

中
で
落
ち
着
か
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理
に
は
十
分

ご
留
意
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
お

元
気
で
さ
ら
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

橋

本

五

十

夫

「
確
認
よ
し 

準
備
よ
し
　

今
日
も
笑
顔
で
安
全
就
業
」



事業実績の推移（過去３年間）

受注件数と契約金額における公共・民間・家庭及び個人の比率（令和３年度）

実　績

 令和元年度 令和２年度 令和３年度

 <公共> <民間> <家庭及び個人>

 212件（14.3％） 276件（18.7％） 992件（67.0％） 

 108,641千円（52.2％） 72,117千円（34.7％） 27,317千円（13.1％）

 16件（59.3％） 11件（40.7％） 0件（0.0％）

 52,807千円（84.8％） 9,449千円（15.2％） 0千円（0.0％）

※事務費の率・・・配分金に対して　  公共  5 ％　  民間  10 ％　  個人  10 ％

独自事業 ・蛭ヶ島茶屋経営［蛭ヶ島公園内］＝伊豆の国市四日町

項　　目

会　員　数

受 注 件 数

就業実人員

就業延人員

契 約 金 額

配　分　金

材　料　費

事　務　費

会　員　数

受 注 件 数

就業実人員

就業延人員

契 約 金 額

会 員 賃 金

手 数 料 等

受 注 件 数（比率）

契 約 金 額（比率）

主な事業内容 

受 注 件 数（比率）

契 約 金 額（比率）

主な事業内容 

(単位)

(人)

(件)

(人)

(人日)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(人)

(件)

(人)

(人日)

(千円)

(千円)

(千円)

（1.04）

（1.02）

（1.04）

（0.96）

（0.98）

（0.97）

（1.16）

（0.98）

（2.75）

（2.08）

（2.50）

（1.82）

（1.59）

（1.58）

（1.63）

545

1,851

487

51,100

286,185

249,057

17,148

19,980

55

25

50

3,709

21,664

17,223

4,441

（0.97）

（0.84）

（0.81）

（0.77）

（0.74）

（0.73）

（0.86）

（0.69）

（1.93）

（1.28）

（2.18）

（2.36）

（2.85）

（2.85）

（2.86）

531

1,564

396

39,508

210,727

182,134

14,823

13,769

106

32

109

8,770

61,799

49,110

12,689

（0.97）

（0.95）

（0.97）

（1.03）

（0.99）

（1.00）

（0.86）

（0.97）

（1.96）

（1.08）

（1.92）

（2.31）

（2.87）

（2.83）

（3.04）

505

1,480

385

40,514

208,075

181,973

12,722

13,379

108

27

96

8,571

62,256

48,766

13,490

・公園・施設管理
・広報配布
・ご用聞きサービス
・公共施設地草刈り、剪定
・選挙看板設置、撤去

・旅館等の庭木の剪定
・マンション、旅館等の清掃
・草取り、除草

・庭木の剪定
・農家の補助作業
・草取り、除草
・障子、襖の張替え
・墓地の清掃

・ゴミ収集・分別
・公用車等運転業務
・ガイダンス施設の
　受付
・史跡保安員業務

・施設通園送迎業務
・医療施設の清掃、片付け
・商品配送業務
・屋外清掃業務
・部品製造業務

－     －３

請
負
・
委
任
事
業

派
　
遣
　
事
　
業

請
負
・
委
任

派
　
　
遣

(対前年比) 実　績 (対前年比) 実　績 (対前年比)



－     －４

【
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
関
係
】

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

　
　
安
全
就
業
対
策
の
策
定
、
就
業
事
故
分
析
、

　
　
再
発
防
止
策
の
樹
立
、
適
正
な
就
業
単
価

　
　
の
検
討
、
最
低
賃
金
及
び
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

　
　
リ
ン
グ
の
推
進
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

　
　
方
式
の
導
入
理
解
　
　
年
3
回
　

　
　
随
時
（
事
故
発
生
時
）

・
安
全
・
適
正
就
業
推
進
研
修
会
へ
の
参
加
 

　
　
県
シ
連
主
催
事
業
へ
の
参
加

　
　
R
4
／
7
／
13（
水
）

・
抜
打
ち
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
　
就
業
の
実
態
調
査
、
改
善
策
の
検
討
　
　

　
　
R
4
／
9
月
〜
12
月
　
3
日
間

・
安
全
運
転
講
習
会

　
　（
伊
豆
の
国
市
役
所
と
の
共
同
事
業

　
　
Ｋ（
危
険
）Ｙ（
予
測
）Ｔ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　
研
修
　
R
5
／
1
／
19（
木
）

・
安
全
就
業
推
進
標
語
の
普
及

　
　
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
推
進
標
語
活
用 

随
時

・
定
期
的
な
安
全
運
転
注
意
喚
起
の
実
施

　
　
市
内
会
員
就
業
施
設
へ
の
定
期
的
な
交
通

　
　
安
全
講
話
の
実
施
　
　
年
４
回

・
健
康
診
断
受
診
の
奨
励

　
　
総
会
議
案
書
送
付
時
に
、
健
康
診
断
受
診

　
　
ち
ら
し
を
同
封
、
会
員
全
体
会
等
で
の
健

　
　
康
関
連
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
配
布
　

　
　
6
月
、
10
月

・
就
業
単
価
等
の
検
討

　
　
令
和
5
年
10
月
か
ら
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
　
開
始
に
伴
う
就
業
単
価
等
の
検
討  

年
2
回

【
就
業
開
拓
（
開
発
）
委
員
会
関
係
】

・
就
業
開
拓
（
開
発
）
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
2
回

・
剪
定
講
習
会
（
修
善
寺
虹
の
郷
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
） 

　
　
R
4
／
10
月
下
旬
　
3
日
間

・
刈
払
機
講
習
会
（
修
善
寺
農
村
環
境
セ
ン
タ
ー
）

　
　
即
戦
力
育
成
の
た
め
伊
豆
市
と
合
同
で
入

　
　
門
編
講
習
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
） 

　
　
R
4
／
6
／
14（
火
）　
1
日
間

・
駐
車
場
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催（
国
庫

　
　
補
助
活
用
）
R
4
／
9
／
14（
水
）
1
日
間

・
福
祉
家
事
援
助
講
習
会

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）　
R
5
／
2
月
　
1
日
間

・
ス
マ
ホ
初
級
講
習

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
操
作
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）　
R
4
／
11
月
　
1
日
間

・
調
理
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
　
伊
豆
市
と
合
同
で
技
能
講
習
を
開
催
（
国

　
　
庫
補
助
活
用
）　
R
4
／
11
月
　
1
日
間

・
就
業
開
拓
訪
問

　
　
市
内
事
業
所
及
び
市
役
所
、
旅
館
、
社
会

　
　
福
祉
施
設
等
を
訪
問  

R
4
／
7
月
〜
10
月

・「
一
人
一
会
員
入
会
運
動
」
の
推
進
 

　
　
会
員
を
通
じ
た
入
会
の
推
進
、
会
報
等
へ

　
　
の
掲
載
　
　
随
時

【
普
及
啓
発
推
進
委
員
会
関
係
】

・
普
及
啓
発
推
進
委
員
会

　
　
事
業
内
容
検
討
及
び
調
整
　
　
年
3
回

・
全
体
奉
仕
作
業
（
市
内
１
ケ
所
）

　
　
各
地
区
単
位
で
の
清
掃
活
動
の
実
施（
同
日
）

　
　
R
４
／
10
／
８（
土
）、
予
備
10
／
22（
土
）

・
会
報
の
発
行

　
　
８
月
号（
№
50
）・
新
年
号（
№
51
）
発
行

　
　
年
2
回
（
8
月
・
1
月
）

・
県
下
一
斉
シ
ル
バ
ー
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
へ
の

　
参
加

　
　
集
客
力
の
あ
る
市
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、

　
　
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

　
　
R
４
／
10
／
15（
土
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　
　
最
新
情
報
の
掲
載
、
定
期
的
な
更
新
作
業

　
　
の
実
施
　
　
随
時

・
生
き
生
き
メ
イ
ク
教
室

　
　
会
員
及
び
市
民
を
対
象
に
、
伊
豆
市
と
合

　
　
同
で
教
室
を
開
催
（
国
庫
補
助
活
用
）

　
　
R
4
／
9
／
28（
水
）　
1
日
間

・
市
広
報
、
新
聞
等
の
活
用

　
　
普
及
啓
発
に
関
す
る
記
事
の
掲
載  

年
２
回

令
和
４
年
度

委
員
会
事
業
計
画

令
和
４
年
度

委
員
会
事
業
計
画

・
事
業
名

・
事
業
内
容

・
日
程



「
そ
の
作
業  

動
く
前
に

　
　
　
　
　
　
危
険
予
知
」

地
　
　
域
　
　
班

地
域
班
・
職
群
班
の
紹
介

地
域
班
・
職
群
班
の
紹
介

　
　
　  

担
当
地
域

韮
山
山
木
・
韮
山
金
谷

韮
山
多
田
・
奈
古
谷
・
長
崎

韮
山
多
田
・
奈
古
谷
・
長
崎

原
木
A

原
木
B

四
日
町
A

四
日
町
B

寺
家
A
・
寺
家
B

寺
家
C

南
條
A

南
條
B

南
條
C

南
條
D

南
條
E
・
中
A

南
條
F
・
真
如

中
B
・
立
花
台

内
中

土
手
和
田
・
韮
山
韮
山
Ａ

土
手
和
田
・
韮
山
韮
山
Ｂ

小
松
ケ
原
・
富
士
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
小
松
原
他

エ
メ
ラ
ル
ド
タ
ウ
ン

長
岡
西
A

長
岡
西
B

古
奈
西
A

班
　
　
長

金
澤
　
幹
生

植
田
　
明
男

佐
藤
　
俊
夫

佐
野
　
勝
巳

佐
々
木
由
夫

小
澤
　
章
二

大
石
　
勝

西
山
　
通

榎
本
　
昭
雄

直
送

直
送

石
黒
　
隆
文

石
井
　
松
雄

土
屋
　
建
次

鷹
木
　
延
夫

野
澤
　
克
芳

山
田
　
周
二

内
田
　
三
夫

岡
田
伸
二
郎

河
原
塚
　
昌

山
口
　
敏
夫

直
送

直
送

直
送

古
奈
西
B

古
奈
東

長
瀬
・
小
坂

小
坂
区

江
間
西

江
間
東

大
仁

吉
田
・
神
島
・
中
島

三
福

三
福
Ａ

田
京

御
門
・
白
山
堂

守
木

宗
光
寺
・
立
花
・
星
和

田
中
山

下
畑
・
田
原
野
・
長
者
原

浮
橋

　
　
　 
班    

　
　
名

韮
山
運
動
公
園
管
理

親
水
公
園
管
理

さ
く
ら
公
園
管
理

蛭
ケ
島
茶
屋

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
管
理

リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
ト
イ
レ
・
樹
木
管
理

や
す
ら
ぎ
の
家
管
理

長
岡
南
浴
場

イ
ベ
ン
ト
駐
車
場
管
理

発
掘
調
査

職
群
班
（
施
設
管
理
等
）

職
群
班
（
草
刈・選
定
等
）

直
送

直
送

殿
岡
　
研
三

直
送

直
送

直
送

関
川
加
代
子

渡
辺
　
　
保

遠
藤
　
　
勇

杉
山
　
　
浩

飯
田
　
治
郎

直
送

直
送

直
送

直
送

星
合
　
君
孝

菊
地
　
好
一

リ
ー
ダ
ー

山
田
　
周
二

内
田
　
　
武

岡
田
伸
二
郎

池
田
　
　
隆

中
川
　
　
哲

菊
池
　
敏
郎

佐
々
木
公
司

藤
森
　
孝
俊

萩
原
　
敏
夫

加
藤
　
武
美

土
佐
谷
通
雄

大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
ご
こ
ろ
市
場

ア
ピ
タ
（
カ
ー
ト
片
付
け
業
務
）

タ
ウ
ン
ビ
ー
バ
ー

大
仁
給
食
セ
ン
タ
ー

水
道
水
質
検
査
業
務

さ
つ
き
ケ
丘
公
園
管
理

老
人
憩
い
の
家
水
晶
苑
管
理

　
　
　 

班    

　
　
名

草
刈

植
木
・
造
園

草
取

剪
定

草
刈

剪
定
・
草
刈

草
刈

堀
江
　
正
紀

佐
藤
　
勝
子

土
屋
　
貞
雄

渡
　
　
秀
治

高
井
　
健
治

稲
葉
　
義
仁

鈴
木
　
康
弘

小
澤
　
貞
彦

リ
ー
ダ
ー

内
田
　
武

宮
崎
　
正
芳

植
松
　
隆
治

神
田
　
一
彦

佐
々
木
由
夫

仁
科
　
洋
子

土
屋
　
　
進

二
村
　
高
照

殿
岡
　
研
三

飯
田
　
治
郎

菊
地
　
好
一

地
区

地
区韮山 長岡長岡 大仁

韮山長岡 大仁大仁

韮山長岡

（
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
）

（
令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
）

地
区

－     －５



感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
の
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
よ

り
一
層
地
域
に
根
差
し
た
信
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
に
会
員
の
皆
様
と
共
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
、
事
務
局
職
員
と
も
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

－     －６

　
新
職
員
紹
介

柳
本
加
代
子

　
こ
の
た
び
、
水
野

事
務
局
長
の
後
任
と

し
て
、
七
月
一
日
付

け
で
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
長
年

培
っ
た
経
験
と
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

就
業
を
通
じ
て
「
健
康
と
生
き
が
い
」
を

見
つ
け
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
更
に
ご

活
躍
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
、

ゃ
ん
先
生
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
依

頼
を
受
け
自
動
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ん
て
縁
の

な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
徐
々
に
、
市
民
農
園
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
、
ま
ご
こ
ろ
市
場
の
草
刈
り
、
キ

ャ
ン
プ
場
の
清
掃
作
業
等
の
仕
事
が
入
っ

て
来
て
、
い
つ
の
間
に
か
十
年
が
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
草
刈
り
の
仕
事
が
主
で
す
の
で
、
夏
の

仕
事
が
多
く
暑
く
て
大
変
で
す
が
、
健
康

で
元
気
な
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
知
人
の
紹
介
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
会
員
に
な
り
、
ま
ご
こ
ろ
市
場
の
レ

ジ
ス
タ
ッ
フ
に
配
属
さ
れ
十
年
が
無
事
に

過
ぎ
ま
し
た
。

　【
韮
山
地
区
】　
　
四
名

　
　
　
平
井
か
を
る
　
　
赤
塚
　
好
男

　
　
　
堤
　
し
づ
よ
　
　
山
川
　
裕
幸

　【
長
岡
地
区
】　
　
七
名

　
　
　
新
井
　
清
敬
　
　
水
野
　
敬
一

　
　
　
金
井
　
成
夫
　
　
足
立
　
　
稔

　
　
　
佐
藤
　
英
次
　
　
今
井
　
俊
昭

　
　
　
今
井
　
光
生

　【
大
仁
地
区
】　
　
八
名

　
　
　
星
合
　
君
孝
　
　
渡
辺
　
　
保

　
　
　
伊
賀
　
　
勝
　
　
松
下
　
文
夫

　
　
　
土
屋
　
　
進
　
　
杉
村
ひ
ろ
み

　
　
　
西
島
志
津
子
　
　
内
田
　
秀
文

　
　
　
　
　
　
計
　
十
九
名
（
敬
称
略
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

早
い
も
の
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
先
輩

方
の
指
導
の
も
と
、
色
々
な
仕
事
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設

の
清
掃
・
管
理
、
駐
車
場
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
（
他
色
々
）
な
ど
で
す
。

　
そ
の
中
で
色
ん
な
方
々
と
出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
園
長
先
生
か
ら
、
幼
稚
園
の
お
じ
い
ち

永
年
在
籍
者
表
彰

永
年
在
籍
者
表
彰

会
員
と
し
て
十
年
在
籍
し
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
た
方

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

〈
入
会
日
〉
平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
24
年
３
月
31
日

石
川
　
優
美

　
本
年
四
月
よ
り
業

務
係
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
の
業
務
に
対
し
て
丁
寧
に
取

り
組
み
、
一
日
も
早
く
事
務
局
の
一
員
と

し
て
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
令
和
四
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

内
容
も
変
化
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
組
み
入
れ
て
、

会
員
の
皆
様
が
健
康
で
共
に
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
委
員
一
同
会
報
づ

く
り
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
村
）

■
出
会
い
を
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
敬
一

■
十
年
目
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
仁
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
合
　
君
孝

■
感
謝
の
十
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
仁
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
志
津
子



感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
超
高
齢
化
社
会
の
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
よ

り
一
層
地
域
に
根
差
し
た
信
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
に
会
員
の
皆
様
と
共
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
微
力
な
が
ら
、
事
務
局
職
員
と
も
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

－     －７

　
新
職
員
紹
介

柳
本
加
代
子

　
こ
の
た
び
、
水
野

事
務
局
長
の
後
任
と

し
て
、
七
月
一
日
付

け
で
事
務
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
長
年

培
っ
た
経
験
と
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、

就
業
を
通
じ
て
「
健
康
と
生
き
が
い
」
を

見
つ
け
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
更
に
ご

活
躍
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
、

て
、
支
え
ら
れ
て
楽
し
く
仕
事
を
継
続
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

維
持
し
、
今
の
仲
間
と
仕
事
を
継
続
出
来

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
か
げ
で
仕
事

と
仲
間
に
恵
ま
れ
た
と
心
よ
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
生
産
者
皆
様
の
努
力
と
頑
張
り
に
多
く

の
元
気
を
貰
い
、
又
、
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
す
が
、
新
鮮
な
野
菜
食
材
の
販
売

を
通
し
お
客
様
と
接
す
る
こ
と
で
、
会
話

も
楽
し
く
励
み
に
な
り
、
お
客
様
に
は
感

謝
で
す
。

　
こ
の
十
年
は
先
輩
方
や
仲
間
に
恵
ま
れ

ゃ
ん
先
生
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
依

頼
を
受
け
自
動
的
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ん
て
縁
の

な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
徐
々
に
、
市
民
農
園
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
、
ま
ご
こ
ろ
市
場
の
草
刈
り
、
キ

ャ
ン
プ
場
の
清
掃
作
業
等
の
仕
事
が
入
っ

て
来
て
、
い
つ
の
間
に
か
十
年
が
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
草
刈
り
の
仕
事
が
主
で
す
の
で
、
夏
の

仕
事
が
多
く
暑
く
て
大
変
で
す
が
、
健
康

で
元
気
な
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　

　
知
人
の
紹
介
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
会
員
に
な
り
、
ま
ご
こ
ろ
市
場
の
レ

ジ
ス
タ
ッ
フ
に
配
属
さ
れ
十
年
が
無
事
に

過
ぎ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

早
い
も
の
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
先
輩

方
の
指
導
の
も
と
、
色
々
な
仕
事
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設

の
清
掃
・
管
理
、
駐
車
場
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
（
他
色
々
）
な
ど
で
す
。

　
そ
の
中
で
色
ん
な
方
々
と
出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
も
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
の
お
か
げ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
園
長
先
生
か
ら
、
幼
稚
園
の
お
じ
い
ち

編
　
集
　
後
　
記

石
川
　
優
美

　
本
年
四
月
よ
り
業

務
係
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
の
業
務
に
対
し
て
丁
寧
に
取

り
組
み
、
一
日
も
早
く
事
務
局
の
一
員
と

し
て
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
令
和
四
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

内
容
も
変
化
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
組
み
入
れ
て
、

会
員
の
皆
様
が
健
康
で
共
に
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
委
員
一
同
会
報
づ

く
り
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
村
）

「
日
々
初
心

小
さ
な
気
配
り 

事
故
防
ぐ
」

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
怠
る
な

取
り
組
む
前
の
安
全
確
認
」



－     －８

インボイス制度（適格請求書等保存形式）がスタートします

インボイス制度がはじまると？

■センターが免税事業者である会員に支払う配分金には消費税が含まれていますが、

　予定通りにインボイス制度が施行された場合は、センターは仕入税額控除を行うこ

　とができなくなり、新たな納税コストが発生することになります。

現　行 配分金額11,000円（本体10,000円+消費税1,000円）のケース

仕事の完成

料金

配分金11.000円
（うち消費税1,000円）

発注者 会員
シルバー
人　材
センター

センターとしては、預かり消費税額1,000円－仕入に係る消費税額1,000円＝0円
となり、消費税納税の必要が無い。

役務の提供

配分金

11.000円
（うち消費税1,000円）

シルバー会員は原則免税事業者であるため、センターは会員に支払う配分金に含まれる消費税額

分について、仕入税額控除を行うことが出来ず、新たな納税コストが発生する。（経過措置あり）

配分金額11,000円（本体10,000円+消費税1,000円）のケース

仕事の完成

料金

配分金11.000円
（うち消費税1,000円）

発注者 会員
シルバー
人　材
センター

センターとしては、預かり消費税額1,000円－仕入に係る消費税額 0円＝1,000円
となり、1,000円を納税しなければならない。

役務の提供

配分金

11.000円
（うち消費税1,000円）

仕入税額控除不可×

（免税事業者）

インボイス制度施行後

センターは発注者から受け取った消費税をそのまま（全額）会員に支払っている限り、消費税の仕入税

額控除により、センターとして消費税は生じなかった。

　シルバー人材センターをご利用いただいた際の請求額には当然消費税が含まれています。

就業した会員に支払われる配分金にも消費税を含んでお支払いをしています。

　会員1人1人は年間課税売上高1,000万円以下の小規模事業者（個人事業主）となります

ので、消費税の納税は免除となっています。

　令和元年10月1日より消費税が10％に引き上げられました。食料品等の軽減税率8％と2

種類の税率の区分が出来たため、取引の明確化をはかるため、インボイス制度（適格請求

書等保存形式）が設けられることになりました。

Ｒ5.10 施行


